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はじめに 
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 「SOTG Report」は、スピリット・オブ・ザ・ゲーム（SOTG）の基本的な考え方の普

及に向けて、日本フライングディスク協会公認ゲームアドバイザー（JFDA公認GA）が執

筆する季刊誌です。夏季と冬季にそれぞれ1回ずつ、JFDAホームページ上での公表を予定

しています。内容としては、直近の世界大会へのGA派遣報告やSOTGの観点から見た国

内大会の総括を中心に構成していきたいと考えています。 

 2回目の発刊となる今回は、今夏開催された世界大会における日本チームのSOTGに関

する分析、「世界マスターズアルティメットクラブ選手権大会」へ派遣されたゲームアド

バイザーによる報告、「第29回全日本大学アルティメット選手権大会」、「アルティ

メットクラブチャンピオンズリーグ2018」の総括を行います。 

 本誌が日本アルティメット界におけるSOTGの基本的な考え方の普及の一助になれば幸

いです。 

日本フライングディスク協会公認ゲームアドバイザー 

 森山 真稔 長塚 勝 岡 柚子香 大野 千尋 若林 賢 

 外池 豊 
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1. SOTGサミットについて 
 

2. 昨夏開催された世界大会における日本チームの
スピリット・オブ・ザ・ゲームについて 
 

3. 世界大会派遣報告：世界マスターアルティメッ
トクラブ選手権大会2018（WMUCC2018） 
 

4. 大会総括：第29回全日本大学アルティメット
選手権大会 
 

5. 大会総括：アルティメットクラブチームチャン
ピオンズリーグ2018 
 

6. 大会総括：2018年度U-23地区選抜対抗戦 



第1回SOTGサミット 
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 2018年9月17日、第1回SOTGサミットを開催 

 開催目的①：日本国内のアルティメット関係者が、世界のSOTGの最新状況を、臨場感を

もって知る 

 開催目的②：世界の舞台へ出て行く人を中心に、日本のSOTGを改善するためのアクショ

ンを生む 

 昨夏開催された世界大会に出場した以下の5名をパネリストとして招待 

弓田恵里香/ゆみた えりか 

今夏、クラブチーム「夢所属」の一員としてWMUCC2018ウィメン部門準優勝、SOTGア
ワード受賞。U-23地区選抜北海道・東北地区ウィメン部門監督。 

矢羽田 未令/やはた みのり 

2018WU24日本代表ミックス部門SOTGキャプテン。WUCC2018にはクラブチーム「スワ
ンピーバーグ」の一員として出場。2018 Asia Oceania Allstarsにも選出。 

牧野 司/まきの つかさ 

今夏、クラブチーム「ロキートス」の一員としてUSオープンに出場。WFDF2016世界ビー
チアルティメット選手権オープン部門日本代表。 

島 彰吾/しま しょうご 

クラブチーム「テクニカラー」所属。WFDF2018世界U24アルティメット選手権メン部門日
本代表。このほか世界ジュニアアルティメット選手権を中心に数々の世界大会に出場。 

大野 千尋/おおの ちひろ（司会） 

今夏、クラブチーム「山葵」の一員としてWMUCC2018に出場し、マスターミックス部門の
SOTGアワード受賞。JFDA公認ゲームアドバイザー。 



第1回SOTGサミット 
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 トークテーマは以下のとおり。 

・パネリストがWUCC、WMUCC、US Openで感じたことについて 

・SOTGの考え方、実践方法が異なるチームと対戦するときの課題や良い試合を作り上げる

ヒントについて 

・オブザーバーとGAの違い、選手にとってのやりやすさについて 

・国内大会で感じているSOTGに関する課題の抽出 

 －国内チームのSOTG理解度、普及度（社会人、学生） 

 －その他、会場／SNSから意見、質問募集 

・今後に向けてどのようなアクションが考えられるか 

 －国内チームのSOTGについて 

 －代表チームのSOTGについて 

 －その他、会場／SNSから意見、質問募集 

 当日の様子（YouTube 日本フライングディスク協会公式チャンネル）：   

https://www.youtube.com/watch?v=oPIDzwp75_8&t=19s 

https://www.youtube.com/watch?v=oPIDzwp75_8&t=19s
https://www.youtube.com/watch?v=oPIDzwp75_8&t=19s
https://www.youtube.com/watch?v=oPIDzwp75_8&t=19s


★１章のまとめ 
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 2018年9月17日、第1回SOTGサミットを開催 

 開催目的①：日本国内のアルティメット関係者が、世界のSOTGの最新状況を、臨

場感をもって知る 

 開催目的②：世界の舞台へ出て行く人を中心に、日本のSOTGを改善するためのア

クションを生む 

 昨夏開催された世界大会に出場した5名をパネリストとして招き、世界大会での経

験や今後の国内でのSOTGに関する取組の方向性についてトークセッションを実施 
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1. SOTGサミットについて 
 

2. 昨夏開催された世界大会における日本チームの
スピリット・オブ・ザ・ゲームについて 
 

3. 世界大会派遣報告：世界マスターアルティメッ
トクラブ選手権大会2018（WMUCC2018） 
 

4. 大会総括：第29回全日本大学アルティメット
選手権大会 
 

5. 大会総括：アルティメットクラブチームチャン
ピオンズリーグ2018 
 

6. 大会総括：2018年度U-23地区選抜対抗戦 



今夏開催された世界大会 
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 今夏、以下3つのWFDF主催の世界大会が開催された 

 WFDF2018世界アルティメットクラブ選手権大会（WUCC2018） 

 WFDF2018世界マスターズクラブアルティメット選手権大会（WMUCC2018） 

 WFDF2018世界ジュニアアルティメット選手権大会（WJUC2018） 

 WUCC2018：日本からは3部門、9チームがエントリー 

 WMUCC2018：日本からは4部門、5チームがエントリー 

 WJUC2018：日本からは2部門エントリー 



各大会のスピリット・オブ・ザ・ゲームスコア 

8 

チーム 部門 

スピリット・オブ・ザ・ゲームスコア 

ルールの理解 
及び 

適切な使用 

ファール 
及び 

身体接触 

フェア 
プレイ 

ポジティブな姿勢
及び 

セルフマネジメント 

コミュニ 
ケーション 

トータル 
スコア 

スコアの 
高さ 

ノマディック 
トライブ 

メン 1.50  1.80  2.00  2.60  2.10  10.00  
30番目 
/40 チーム 

ヒートヘイズ メン 2.11  2.11  2.56  2.56  2.22  11.56  
7番目 
/40 チーム 

ハック ウィメン 1.78  2.11  2.00  2.46  2.11  10.56  
18番目 
/40 チーム 

壱 ウィメン 1.89  1.89  2.11  2.44  1.89  10.22  
29番目 
/40 チーム 

スワンピー 
バーグ 

ウィメン 2.00  1.80  1.80  2.50  2.30  10.40  
24番目 
/40 チーム 

マッド ウィメン 1.90  1.80  1.90  2.40  2.20  10.20  
30番目 
/40 チーム 

カフェ・ド・ 
ルイーダ 

ミックス 1.78  2.11  2.00  3.11  2.00  11.00  
21番目 
/48 チーム 

信州ルース ミックス 1.80  1.70  2.50  2.90  2.10  11.00  
21番目 
/48 チーム 

イク！ ミックス 2.00  2.11  2.44  2.78  2.11  11.44  
10番目 
/48 チーム 

日本チーム 
総合 

－ 1.86 1.94 2.15 2.64 2.11 10.70 － 

WUCC2018に出場した日本チームのSOTGスコア 



各大会のスピリット・オブ・ザ・ゲームスコア 
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WUCC2018のSOTGスコアレビュー 

 日本から参加したクラブチームの平均スコアは10.70点となっており、基準点（10.00

点）を上回っている 

 日本から参加したクラブチームの中でトータルスコアが最も高いチームはヒートヘイズ

（メン部門）で、そのスコアは11.56点（メン部門全40チームの中で7番目に高い） 

 傾向①：「ポジティブな姿勢及びセルフマネジメント」のスコアが高い（平均2.64点） 

 傾向②：「ルールの理解及び活用」、「ファール及び身体接触」のスコアが低い（いずれ

の平均スコアも基準点（2.00点）未満） 



各大会のスピリット・オブ・ザ・ゲームスコア 
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WMUCC2018に出場した日本チームのSOTGスコア 

チーム 部門 

スピリット・オブ・ザ・ゲームスコア 

ルールの理解 
及び 

適切な使用 

ファール 
及び 

身体接触 

フェア 
プレイ 

ポジティブな姿勢
及び 

セルフマネジメント 

コミュニケー
ション 

トータル 
スコア 

スコアの 
高さ 

大阪 
キングス 

マスター 
メン 

1.78  2.44  2.56  2.44  2.56  11.78  
8番目 
/21 チーム 

夢所属 
マスター 
ウィメン 

2.40  2.60  2.70  3.20  2.30  13.20  
1番目 
/15 チーム 

山葵 
マスター 
ミックス 

2.50  2.63  2.75  3.25  2.88  14.00  
1番目 
/21 チーム 

ビアーズ 
グランド 
マスター 

メン 
2.10  2.50  3.00  3.80  2.70  14.10  

1番目 
/15 チーム 

ビッグ 
ボンバーズ 

グランド 
マスター

メン 
2.11  2.44  2.56  3.00  2.44  12.56  

5番目 
/15 チーム 

日本チーム 
総合 

－ 2.18 2.52 2.71 3.14 2.58 13.13 － 



各大会のスピリット・オブ・ザ・ゲームスコア 
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WMUCC2018のSOTGスコアレビュー 

 日本から参加したクラブチームの平均スコアは13.13点となっており、基準点（10.00

点）を大きく上回っている 

 夢所属（マスターウィメン部門）、山葵（マスターミックス部門）、ビアーズ（グランド

マスターメン部門）の3チームが各部門のSOTGアワードを受賞 

 日本から参加したクラブチームの中でトータルスコアが最も高いチームはビアーズ（グラ

ンドマスターメン部門）で、そのスコアは14.10点（グランドマスターメン部門SOTGア

ワード受賞） 

 傾向①：「ポジティブな姿勢及びセルフマネジメント」のスコアが高い（平均3.14点） 

 傾向②：全項目のスコアが基準点（2.00点）以上 

 特筆すべき点①：ビアーズ（グランドマスターメン部門）の「ポジティブな姿勢及びセル

フマネジメント」のスコアが3.80点と非常に高い 

 特筆すべき点②：山葵（マスターミックス部門）の各項目のスコアがいずれも2.50点以

上となっており、全ての項目において隔たりなく高いスコアを獲得している 



各大会のスピリット・オブ・ザ・ゲームスコア 
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WJUC2018に出場した日本チームのSOTGスコア 

チーム 

スピリット・オブ・ザ・ゲームスコア 

ルールの理解 
及び 

適切な使用 

ファール 
及び 

身体接触 

フェア 
プレイ 

ポジティブな姿勢
及び 

セルフマネジメント 

コミュニ 
ケーション 

トータル 
スコア 

スコアの 
高さ 

日本 
U20メン 

2.10  2.30  2.50  3.10  2.50  12.50  
2番目 

/18 チーム 

日本 
U20ウィメン 

1.70  1.50  2.10  2.50  2.20  10.00  
9番目 

/13 チーム 

日本チーム 
総合 

1.90 1.90 2.30 2.80 2.35 11.25 － 



各大会のスピリット・オブ・ザ・ゲームスコア 
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WJUC2018のSOTGスコアレビュー 

 日本チームの平均スコアは11.25点となっており、基準点（10.00点）を上回っている 

 U20メンのトータルスコアは12.50となっており、U20メン部門全18チームの中で2番目

に高い 

 U20ウィメンのトータルスコアは10.00点となっており、U20ウィメン部門全13チームの

中で9番目に高い 

 傾向①：「ポジティブな姿勢及びセルフマネジメント」のスコアが高い（平均2.80点） 

 傾向②：「ルールの理解及び活用」、「ファール及び身体接触」のスコアが低い（いずれ

のスコアも基準点以下） 



★２章のまとめ 
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 昨夏、WUCC2018、WMUCC2018、WJUC2018の3つの世界大会が開催され、

日本からは計16チームがエントリー 

 夢所属（マスターウィメン部門）、山葵（マスターミックス部門）、ビアーズ

（グランドマスターメン部門）の3チームが各部門のSOTGアワードを受賞 

 日本チームの傾向として、「ポジティブな姿勢及びセルフマネジメント」のスコ

アが高く、「ルールの理解及び活用」、「ファール及び身体接触」のスコアが低

い点が挙げられる 
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1. SOTGサミットについて 
 

2. 昨夏開催された世界大会における日本チームの
スピリット・オブ・ザ・ゲームについて 
 

3. 世界大会派遣報告：世界マスターアルティメッ
トクラブ選手権大会2018（WMUCC2018） 
 

4. 大会総括：第29回全日本大学アルティメット
選手権大会 
 

5. 大会総括：アルティメットクラブチームチャン
ピオンズリーグ2018 



スピリット・オブ・ザ・ゲームスコア 
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スピリット・オブ・ザ・ゲームスコア（SOTGスコア） 

 SOTGスコア＝対戦相手がSOTGを十分に理解した上で試合に臨んでいたかどうかを以下

の5つの視点から評価し、それを点数化したもの 

 Rules Knowledge and Use＝ルールの理解及び適切な使用 

 Fouls and Body Contact＝ファール及び身体接触 

 Fair Mindedness＝フェアプレイ 

 Positive Attitude and Self Control＝ポジティブな姿勢及びセルフマネジメント 

 Communication＝コミュニケーション 

WMUCC2018のSOTGスコア 

 夢所属（マスターウィメン部門）、山葵（マスターミックス部門）、ビアーズ（グランド

マスターメン部門）の3チームが各部門のSOTGアワードを受賞 

 日本から参加したクラブチームのSOTGスコアが非常に高い 

 SOTGスコアの高さの要因について、GAの視点から分析 



日本チームのSOTGスコアの高さの要因 
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その① 事実に基づき客観的に説明する姿勢 

 結果がコンテストになったとしても、相手

を尊重する紳士的態度で接していた 

 ある選手によると、「常に笑顔でいること、

相手とコミュニケーションを欠かさないこ

とを心掛けていた」とのこと 

 

 

その② 通訳者の迅速なサポート 

 英語が得意ではない選手がプレイ中に相手

選手と話し合う場面では、通訳者がすかさ

ず助けに入っていた 

 言葉は通じなくても相手の目を見て話をし

ていた 



日本チームのSOTGスコアの高さの要因 
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その③ 相手を尊重する姿勢 

 プレイ再開前に握手をするなど、国内大会ではあまり見られないようなコミュニケーショ

ンを多くとっていた 

 ある選手によると、「点をとられても嫌な表情は出さないように心掛けていた」とのこと 

 

その④ ハンドサインの理解と活用 

 コート内の選手はもちろんのこと、コート外の選手も積極的にハンドサインを活用してい

た 

 

その⑤ スピリットキャプテンの活躍 

 試合前のミーティングで両チームのスピリットキャプテンが挨拶をしているケースが多く

見られた 

 試合中に問題が生じた場合は、スピリットキャプテンを窓口にしてチーム内に伝達する方

法がとられていた 

 ある選手によると、「スピリットキャプテンを中心に常に楽しく、相手を尊重しながら試

合に臨めたことが良かった」とのこと 



選手へのアンケート 
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選手へのアンケート 

20 



選手へのアンケート 
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★３章のまとめ 
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 日本から参加したクラブチームのSOTGスコアが非常に高いことが本大会の特徴の

1つ 

 日本チームのSOTGスコアの高さの要因として、①事実に基づき客観的に説明する

姿勢、②通訳者の迅速なサポート、③相手を尊重する姿勢、④ハンドサインの理

解と活用、⑤スピリットキャプテンの活躍の5点が考えられる 

 選手へのアンケート結果から、世界大会と国内大会の違いとして、コミュニケー

ションの難しさ、ルールの解釈の違いなどが挙げられていた 
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1. SOTGサミットについて 
 

2. 昨夏開催された世界大会における日本チームの
スピリット・オブ・ザ・ゲームについて 
 

3. 世界大会派遣報告：世界マスターアルティメッ
トクラブ選手権大会2018（WMUCC2018） 
 

4. 大会総括：第29回全日本大学アルティメット
選手権大会 
 

5. 大会総括：アルティメットクラブチームチャン
ピオンズリーグ2018 



本大会でのゲームアドバイザー活動 
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地区予選  

 SOTGスコアの記入方法に関するコラムを執筆し、大会パン

フレットに掲載 

 中部地区予選にゲームアドバイザーを1名派遣し、SOTGに

関するフィードバックを実施 

 

本戦 

 第１コートで実施した全ての試合に2名もしくは4名ずつGA 

を配置 

 試合中のアクション、SOTGに関するフィードバックを実施 

 WFDFゲームアドバイザーのGregory Connelly氏を招き、

ゲームアドバイザー講習会を実施 

 

決勝戦 

 メン、ウィメン両部門の試合に2名ずつGAを配置 

 試合中のアクション、SOTGに関するフィードバックを実施 

 来場者に配布されるパンフレットに、23種類あるハンドサ

インのそれぞれが持つ意味を紹介するページを作成  



SOTGに関する優れた取組と今後の改善点について 
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優れた取組  

 いくつかのチームでスピリットキャプテンを配置していた 

・公式ルール付帯資料では、「チームは、試合ごとに、キャプテンとスピリットキャプテン

を1人ずつ決めなくてはならない」（B1.5.）とされている 

・国内大会ではこのルールは適用されていない※が、スピリットキャプテンを窓口にするこ

とでSOTGに関するコミュニケーションが取りやすくなることが期待される 

 コートサイドにいる選手も含め、ハンドサインを積極的に活用していた 

・ハンドサインは世界大会では当たり前の行動になっている 

・ハンドサインを国内大会でも当たり前の行動にしていくためにも非常に重要な取組の1つ 

※公式ルール付帯資料はWFDF主催大会における基準であり、それ以外の大会では、付帯資料 

 の内容の適用を一部に限定したり、変更したりすることが認められている 



SOTGに関する優れた取組と今後の改善点について 
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今後の改善点  

 エンドゾーン内で発生したファール後に、公式ルールに記載されている方法とは異なる方

法でプレイが再開されるケースが多く見られた 

・エンドゾーン内で発生したファールが、ディフェンス側の選手によるストリップ・ファー

ルだった場合にのみ得点となる 

・本大会では、ストリップ・ファールではなく、ディフェンシブ・レシービング・ファール

が発生した場合でもオフェンス側の得点が認められているケースや、コンテストとなって

いない場合でもディスクがスローワーに戻されるケースが見られた 

・同様のケースにおけるプレイの再開方法について、本大会に限らず多くのプレイヤーから

問い合わせをいただいているため、公式ルール上正しいとされている方法について周知し

ていく必要がある 



エンドゾーン内で発生したファール後のプレイ再開方法 

27 

 エンドゾーン内でディフェンス側の選手によるストリップ・ファールが発生し、「この

ファールが発生しなければ得点となっていた状況で、コンテストとならない場合は、得点

となる」（17.5.2.） 

 しかし、ストリップ・ファールではなくディフェンシブ・レシービング・ファールが発生

し、コンテストとならない場合は、「レシーバーは反則が発生した位置にディスクの所有

権を得る」（17.2.2.） 

 ここで重要になるのが、公式ルール17頁の「参考1：ルール主要改正点（2013年度ルー

ルからの改正点）」における以下のような記載 



エンドゾーン内で発生したファール後のプレイ再開方法 
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 公式ルール（17.2.2.）と（17.5.2.）、そして「ルール主要改正点」の記載を総合すると

以下のようになる 

エンドゾーン内で 
ファール発生 

ストリップ・ファール 
ディフェンシブ・ 

レシービング・ファール 

レシーバーはゴール 
ラインまで移動する 
（ルール主要改正点） 

反則が発生した位置で 
レシーバーがディスク 
の所有権を得る 
（17.2.2.） 

オフェンス側の 
チームの得点 
（17.5.2.） 

コンテストと 
ならない場合 
コンテストと 
ならない場合 

チェックに 
より再開※ 

※このとき、ディフェンス側の選手がレシーバーに手の 

 届く範囲にいる場合、その選手がディスクに触れてプ 

 レイが再開され、手の届く範囲にいない場合、スロー 

 ワーはディスクを地面に当て、「ディスク・イン」と 

 コールすることでプレイが再開される（10.5.1.） 



★４章のまとめ 
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 第29回全日本大学アルティメット選手権大会では、一部のチームにおけるスピ

リットキャプテンの配置や積極的なハンドサインの活用など、SOTGに関する優れ

た取組が散見された 

 一方で、エンドゾーン内で発生したファール後のプレイ再開方法について、今後

の改善が求められる 

 エンドゾーン内でディフェンス側の選手によるストリップ・ファールが発生した

場合は得点となる 

 ストリップ・ファールではなくディフェンシブ・レシービング・ファールが発生

し、コンテストとならない場合は得点とならず、レシーバーは反則が発生した位

置にディスクの所有権を得る 

 レシーバーは反則が発生した位置でディスクの所有権を得た後、その場でチェッ

クによりプレイを再開し、ゴールラインまで移動する 
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1. SOTGサミットについて 
 

2. 昨夏開催された世界大会における日本チームの
スピリット・オブ・ザ・ゲームについて 
 

3. 世界大会派遣報告：世界マスターアルティメッ
トクラブ選手権大会2018（WMUCC2018） 
 

4. 大会総括：第29回全日本大学アルティメット
選手権大会 
 

5. 大会総括：アルティメットクラブチームチャン
ピオンズリーグ2018 



スピリットキャプテンミーティングの実施 
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 トリプルスターに所属するチームの選手の発案で、国内大会初のスピリットキャプテン

ミーティングが行われた 

 選手から「スピリットキャプテンミーティングを実施することを検討しているのだが、

GAもミーティングに参加してほしい」との要望をいただき、オブザーバーとして2名の

GAがスピリットキャプテンミーティングに参加 

 スピリットキャプテンミーティングは、大会1日目の午前と大会2日目の午後の2度にわた

り実施 

 大会1日目のミーティングの議題は以下のとおり 

・これまでの活動から見えてきた自チームのSOTG面での課題について 

・全チーム共通して行う取組（ハンドサイン、積極的なコミュニケーションなど） 

 大会2日目のミーティングの議題は以下のとおり 

・自チームが大会中に改善できた点や引き続きの課題について 

・試合を通じて見えた相手チームの課題に関するフィードバック 



★５章のまとめ 
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 アルティメットクラブチャンピオンズリーグ2018では、選手の発案で国内大会初

のスピリットキャプテンミーティングが行われた 

 大会1日目のミーティングでは、これまでの活動から見えてきた自チームのSOTG

面での課題や全チーム共通して行う取組（ハンドサイン、積極的なコミュニケー

ションなど）について話し合われた 

 大会2日目のミーティングでは、自チームが大会中に改善できた点や引き続きの課

題について話し合われた後、試合を通じて見えた相手チームの課題に関する

フィードバックが行われていた 



Let your spirits be colored. 

Κσθχ τʺ ⅔Ϭ 
ΜϧςϤ 
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